
イネメイガの卵寄生蜂について

兵庫際立柏原高等愚校 山 本 義 丸

稲f下害虫の筆頭7こるズイムシ( イネメイガ〉のヲミ敵としてその卵に寄生する卵蜂の存在は耳新し
いこ Eではないが，一般農家にはまずゴよぐ知られていないQ 農家は五五代時期に首に産みつけられTこ
膜卵を採集する a この地方ちは一般にぞの卯塊を偉いてしまうのであるが，もしその卵障の寄生至容

が相嘗高いのであれば卯塊の庭玉虫法も考え置す必要があると思い，ノj、現模ではあるがその調査を行

Zフfこ。

. 調査地と方法

探集地fニる兵庫県芸氷上郡柏原町は丹波余地の一角に存し三方を山に圏まれている。同町の周透部

の部落の中から四つ，すなわも南部の上小倉及び下小倉，西部の北中，北部の南多国を選ぴ，各部

薄から小皐校児童によって採集され? こ摂卵を材料色しに。方法は各卵塊ごとにセロファンの小袋に

号して jU隣し切であってヲ第一回に400個，第二回こ却O個の卯塊を用いt:。
， 

第 一回調査成績

材料は 6 月10日採集，各部落 100位i宛である。 11日夜からズイムシの騨化が始まり数日間縄い? こ
が，ほ E んざ同時に卵蜂の沼化が1 :2日に始まち 14-18日に最も盛で25日まで糟いに。これはほとん
ぎがズイムシクロタマゴパチ( 以下クログマゴパチ〉であウてズイムシアカタマゴ、バチ( 以下アカ

タマゴパチ) の羽化は20-23日の聞に計 6群のみであっfこ。二夫寄生色推定される小峰が20-25日
の聞に計16群沼化した。以上 3種の峰を& z 別せ十にその琵生歩合を示すと次の通りである。
( A ) 上小倉………77卯塊 (C) 北 中……・・74卯塊
(B) 下小倉……・60 / 1 (D) 南多回 0 0 0・H ・..45 / 1

すなわも卯蜂の寄生率は卯 r鬼を単位とすれば4 5 - 7 7 %であるが，その寄生を受けfこ卵塊は全滅す
るわけはないのでヲ寄生を免れにズイムシが略化するこ tは勿論である Q

次に各部落の褒重献況を一示す o

以上の結果によればクロタマゴパチの寄生率は

相嘗に高L、。アカタマゴパチは寄生率も{ 毘韓教も

少かつ? ニω ご吹寄生IJ、峰も佃瞳数は一般に多〈な
も、様である Q なお卯蜂の寄生を受けない卵生から

癖化しf二コ昔、イムシの数は， 3例において115-149
平均 127顕であっfこ。クロクマゴパチ41群の数は
12例において35-89平均57頭で，性比は 2例によ
れば雌が維の 7 傍 e
第二回調査成績

材料は回植寸前の 6 月14日に採集し Tこものであ

- 16 ー

一一一豊竺一 A  D  昔十

グロタマゴバチ 75 55:72 33 235 

(混) O  。1  。1  

:c混〉 1  。。1  2  

グロタマゴ p、ヂ
ア方声" v =zOバチ(溢〉 。。。1  1  
二次寄生ノJ、燦

ト一一
"'1"コ'バ千 01 1  。2  3  

三次寄生 IJ、蜂 1  三lJ14 合 計 77 
( 数字は護主主をみた卯塊の数〉



って，採集品中にはすでに騨イヒ歩みのものを多数含んでい 7こが，ぞの中から未解化の卵塊を各部落

50個宛濯んJ:::"o 17白からズイムシの解化 t卯峰の潤化とが始まり，羽化は20-24日の聞に盛で27日
まで糟いに。その結果，寄生率は失の如〈で大部分の卯塊に蜂が寄生していTここ t を示している。
(A)……..49卵塊 (98%) てC}..・H ・..46卵塊 (925'0')一
lB}・H ・H ・.48 11 (96 11 )  (D)・・H ・H ・.46 11 (92" )  

卵蜂はいす下れもクロタマゴパチであって，ご次寄生小峰はC部落に 1郡をみたのみであっTこ。
考察
( 0  この調査によると，宮地方においではズイムシアカタマゴパチは多{ ない様でゐるがズイ
ムシクログマゴパチの寄生率は極めて高< ，し? こがってズイムシの天敵 k して稲作に及ぼす効果も
少〈なかろう k推察される。
( 2 )  娯卯採集によって得fこ卵塊をそのま、直ちに操却することは，卵蜂を共に殺すこ E になり

酒嘗でない。

( 3 ) 属、化するズイムシはー聾夜もすれば艶死するのであるから，螺卵は健かすに適宜の箱に入

れてお〈なりして，洞化する卵峰を逃すべきである。この臼的をもって，餐虫保護器k いう物も薩
案されている。

絡に臨み， 3種の峰の同定をお願いしfこ石井悌博士に厚〈感謝い? こし，次にをの撃名を附記する。
Phanurus beneficiens Zehnter ズイムシクロタマゴパチぐクロタマゴパチ科)
Trichogramma japonicum Ashmead ズイムシアカタマゴバチ( タマゴヤドリコバチ科〉
第ご弐寄生蜂

Trichomalus apanteloctenus Crawford 和名なし( コガネコパチ科)
【後記】

本年第一化期に於げるイネメイガは極めて多< ，本調査に用いfこ卵塊もおびたずしい採集物の中
の一部であっTこQ

，今夏設置せられ? こ青色壁光誘

蟻曜にもほをんざ飛来せ今，大韓一夜lこ0-3顕であって，誘蛾障も無用予あっfこ。
をの原因 Eして，生育期間中の諸種の気象傑件もあるであろうが，ある程度までは特に多かつに

卵寄生蜂の寄生の影響であるこ k も確ではないか k 考えられる o (1948年10月〉
......... 

午後，菊，ゴボウラダイコンヲパラ等の栽土脅起原について御講演を開〈。約50名参集。( 室井)
11.20 小野， Jf [ 崎疋氏を講師として，法華山に植物採集舎を開し( 室井)
12.11 姫路 J 琴丘高校に於て支部研究舎を開< 0 午前中は研究褒表をしTこ。井上完扇氏の姫路を
中心とする地質研究。神崎宰一氏の明石原人に就ての寝表あち，熱心なる合員の質疑態答にも: a が
喚 < 0  午後は高岡の鯨立種事場に参り，場長奥井氏の講話。引っづき場長の案内によち場内を見事
しfこ。 C犬浦〉
昭和 2 4 年
1.10  本部，紳戸新聞i重役室に於て「郷土の生物」の原稿を渡す。( 室井〉
1.22 柏康，氷上郡数組と共催で理科教育講演舎を生郷中患に於て開し講師大浦茂樹氏。( 井上〉
1.22 C午前〉阪神，神戸，神港高校に於て，京大上野助教段" 淡水魚の食住 μ講演。枯の生活支
を中心に囲准，陪封掻及食! 生の要狭を設き，動物界一段: v 生態的研究に食物連鎖をしらべる事の重
要性を設かれた。( 岡村〉

( 以下次抗、
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